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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座部の周縁に把持部材を取り付けて成り、該把持部材は、可撓性を有し、周方向に沿う
多数の補強リブを並設すると共に、指を挿入可能な軸方向に沿う切れ目を全長に亘って形
成して成る筒体を二重に重ね、前記重ねた筒体の外周面を前記座部の上面から延びる表カ
バーで被覆すると共に、内周面を前記座部の側面から立ち上がった裏カバーで被覆し、該
表カバー及び裏カバーの端部を重ねた筒体の間に挿入して固定して形成されていることを
特徴とした椅子。
【請求項２】
　前記筒体は、一部に切れ目を形成した楕円弧状の断面を有する請求項１に記載の椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、座部の周縁に把持部材を配置した椅子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、座部の周縁に沿って棒材を配置した椅子が知られている（例えば、特許文献１参
照）。この棒材は座部を支持するものであるが、脚の弱った高齢者や身体の不自由な人が
椅子に座ったり椅子から立ち上がる際には、これを手すりのように掴んで身体を支えるこ
とがある。
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　しかし、座部を支持する棒材にはクッション材を被せてあるので、把持した時にクッシ
ョン材が滑って危険であり、把持を繰り返すとクッション材の周囲部がちぎれて、椅子自
体の耐久性が低下してしまう。
【０００３】
　また、本出願人は、先に、椅子の座部上面に配置された座面シートの周縁を外方へはり
だして、その先端を下方へ屈曲して形成した把持体を提案した（特許文献２参照）。
　この把持体は、下方の開口部へ指先を挿入し、クッション材とは独立して握ることがで
きるので、安定性が高く、クッション材も劣化しない。
　しかし、座面シートと一体に形成されているため全く保形性が無く、把持する部分が扁
平なので、しっかり握るためにはある程度の握力を必要とする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１１３２４６号公報
【特許文献２】特許第４０３０４０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、自由な形状に曲がり、把持しやすい把持部材を座部
の周縁に取り付けた椅子を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の椅子は、座部の周縁に把持部材を取り付けて成り、該把持部材は、可撓性を有
し、周方向に沿う多数の補強リブを並設すると共に、指を挿入可能な軸方向に沿う切れ目
を全長に亘って形成して成る筒体を二重に重ね、前記重ねた筒体の外周面を前記座部の上
面から延びる表カバーで被覆すると共に、内周面を前記座部の側面から立ち上がった裏カ
バーで被覆し、該表カバー及び裏カバーの端部を重ねた筒体の間に挿入して固定して形成
されている。
　前記筒体は、一部に切れ目を形成した円形又は楕円形の断面を有すると良い。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１に係る発明によれば、可撓性を有して様々な方向に屈曲する筒体を周縁に装着
してあるので、身体障害者や高齢者の身動きを助けることができ、可撓性があるため、身
体に当たった時に不快感を与え難い。
　また、筒体の切れ目に指を掛けて外面を掌で握ることにより確実に把持することが可能
であり、しかも、補強リブを設けてあるため筒体の断面が変形し難く、切れ目の部分から
開いてしまう心配がない。
【０００８】
　さらに、筒体の外周面及び内周面をそれぞれ表カバーと裏カバーとで被覆してあるので
、手触りが柔らかくなるばかりか、デザイン的にも優れたものとなり、筒体を二重にして
あるため強度が増し、表カバーと裏カバーの端部どうしを縫い合わせる必要が無く、カバ
ー端部が外面に現れないので仕上がりが美しい。
　請求項２に係る発明によれば、断面が掌に馴染んだ形状で把持しやすい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施例に係る筒体の斜視図
【図２】本発明の実施例に係る筒体の側面図
【図３】本発明の実施例に係る筒体の縦断面図
【図４】本発明の実施例に係る筒体の端面図
【図５】本発明の実施例に係る椅子の斜視図
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【図６】本発明の実施例を示す椅子の要部斜視図
【図７】本発明の実施例を示す椅子の要部断面図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下本発明を詳細に説明する。
本発明の実施例に係る把持部材を形成する筒体１は、図１及び図２に示すように、可撓性
を有し、指を挿入可能な軸方向に沿う切れ目３を全長に亘って形成してあり、図４に示す
ように、一部に切れ目３を形成した弧状或いは楕円弧状の断面を有する。
　筒体１は、図３に示すように、２枚の合成樹脂シート１ａ、１ｂを重ね合わせるととも
に、２枚の合成樹脂シート１ａ、１ｂの間に周方向に沿う細いパイプ２ａを多数配置して
形成される。パイプ２ａを設置したことにより、筒体１の外周面には周方向に沿う多数の
補強リブ２が適宜間隔ごとに形成される（図１、図２）。
　なお、筒体１の直径は、握りやすいように３０～５０ｍｍとする。
【００１１】
　この筒体１は、切れ目３に指先を挿入して掌で握ることにより、確実に把持することが
でき、補強リブ２を設けてあるため、握って力を加えても筒体１の断面が大きく広がる心
配がない。
　また、様々な方向に屈曲させることができるので、図５及び図６に示すように、椅子４
の座部４ａの周縁に取り付けられ、立ち上がったり座ったりする際に身体を支えるのに用
いられる。
【００１２】
　そして、図７に示すように、筒体１を二重に重ねて互いに固定し、椅子４の座部４ａの
外周縁に沿って、切れ目３が下を向くように配置する。
また、重ねた筒体１の外周面を座部４ａの上面から延びる表カバー５で被覆すると共に、
内周面を椅子４の側面から立ち上がった裏カバー６で被覆する。このため、手触りがよく
、外観も美しい。
　さらに、表カバー５及び裏カバー６の端部は重ねた筒体１の間に挿入し、上に重ねた筒
体１の内周面（平滑な面）に接着剤で固定する。
　従って、表カバー５及び裏カバー６の端部は外部に露出せず、表カバー５と裏カバー６
の端部どうしを縫い合わせる手間も省ける。
　なお、この把持部材はベッドマットの周縁にも配置することができる。
【符号の説明】
【００１３】
　１　筒体
　１ａ、１ｂ　合成樹脂シート
　２　補強リブ
　２ａ　パイプ
　３　切れ目
　４　椅子
　４ａ　座部
　４ｂ　重ねた筒体の端部拡大図
　５　表カバー
　６　裏カバー
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